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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成20年7月17日(2008.7.17)

【公開番号】特開2006-345317(P2006-345317A)
【公開日】平成18年12月21日(2006.12.21)
【年通号数】公開・登録公報2006-050
【出願番号】特願2005-170047(P2005-170047)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   5/235    (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   5/00     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ   9/08     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/335    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   5/235   　　　　
   Ｇ０３Ｂ   5/00    　　　Ｋ
   Ｇ０３Ｂ   5/00    　　　Ｌ
   Ｇ０３Ｂ   9/08    　　　Ｆ
   Ｈ０４Ｎ   5/335   　　　Ｑ

【手続補正書】
【提出日】平成20年6月3日(2008.6.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　目標とする露出を得るための露光時間よりも短い露光時間で複数枚の画像の撮影を行な
い、該複数枚の画像を合成することにより前記目標とする露出の画像を得るための撮像装
置であって、
　被写体像を撮像する撮像手段であって、電子シャッタ動作を行なうことが可能な撮像手
段と、
　前記撮像手段への入射光路を機械的に遮蔽及び開放可能なメカシャッタと、
　前記複数枚の画像の撮影時に起こると予想される像ブレの程度に基づいて、前記撮像手
段の電子シャッタ動作により前記複数枚の画像の撮影を行なう電子シャッタモードか、前
記メカシャッタの動作により前記複数枚の画像の撮影を行なうメカシャッタモードかを選
択する選択手段と、
を具備することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　撮影した前記複数枚の画像を合成して１枚の前記目標とする露出の画像を生成する画像
合成手段をさらに具備することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記画像合成手段は、前記複数枚の画像間の構図のズレを補正するズレ補正部を備え、
該ズレ補正部により補正された画像を合成することを特徴とする請求項２に記載の撮像装
置。
【請求項４】
　前記選択手段は、前記複数枚の画像の撮影時に起こると予想される像ブレの程度が少な
いと予想される場合に、前記電子シャッタモードを選択することを特徴とする請求項１に
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記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記選択手段は、前記複数枚の画像の撮影時に起こる像ブレの程度を予想するパラメー
タである撮影レンズの焦点距離に基づいて、前記電子シャッタモードか、前記メカシャッ
タモードかを選択することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記選択手段は、前記撮影レンズの焦点距離が所定値よりも短い場合に、前記電子シャ
ッタモードを選択することを特徴とする請求項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記選択手段は、前記複数枚の画像の撮影時に起こる像ブレの程度を予想するパラメー
タである撮影時の露光時間に基づいて、前記電子シャッタモードか、前記メカシャッタモ
ードかを選択することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記選択手段は、前記露光時間が所定値より長い場合に、前記電子シャッタモードを選
択することを特徴とする請求項７に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記選択手段は、前記複数枚の画像の撮影時に起こる像ブレの程度を予想するパラメー
タである被写体距離に基づいて、前記電子シャッタモードか、前記メカシャッタモードか
を選択することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記選択手段は、前記被写体距離が所定値より遠い場合に、前記電子シャッタモードを
選択することを特徴とする請求項９に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記選択手段は、前記複数枚の画像の撮影時に起こる像ブレの程度を予想するパラメー
タである撮影レンズの撮影倍率に基づいて、前記電子シャッタモードか、前記メカシャッ
タモードかを選択することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記選択手段は、前記撮影倍率が所定値より小さい場合に、前記電子シャッタモードを
選択することを特徴とする請求項１１に記載の撮像装置。
【請求項１３】
　目標とする露出を得るための露光時間よりも短い露光時間で複数枚の画像の撮影を行な
い、該複数枚の画像を合成することにより前記目標とする露出の画像を得るための撮像装
置であって、
　被写体像を撮像する撮像手段であって、電子シャッタ動作を行なうことが可能な撮像手
段と、
　前記撮像手段への入射光路を機械的に遮蔽及び開放可能なメカシャッタと、
　前記複数枚の画像の枚数に基づいて、前記撮像手段の電子シャッタ動作により前記複数
枚の画像の撮影を行なう電子シャッタモードか、前記メカシャッタの動作により前記複数
枚の画像の撮影を行なうメカシャッタモードかを選択する選択手段と、
を具備することを特徴とする撮像装置。
【請求項１４】
　前記選択手段は、前記複数枚の画像の枚数が多い場合に、前記電子シャッタモードを選
択することを特徴とする請求項１３に記載の撮像装置。
【請求項１５】
　目標とする露出を得るための露光時間よりも短い露光時間で複数枚の画像の撮影を行な
い、該複数枚の画像を合成することにより前記目標とする露出の画像を得るための撮像装
置であって、
　被写体像を撮像する撮像手段であって、電子シャッタ動作を行なうことが可能な撮像手
段と、
　前記撮像手段への入射光路を機械的に遮蔽及び開放可能なメカシャッタと、
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　前記撮像装置の電源状態に基づいて、前記撮像手段の電子シャッタ動作により前記複数
枚の画像の撮影を行なう電子シャッタモードか、前記メカシャッタの動作により前記複数
枚の画像の撮影を行なうメカシャッタモードかを選択する選択手段と、
を具備することを特徴とする撮像装置。
【請求項１６】
　前記選択手段は、前記電源が所定の残容量より下回っている場合に、電子シャッタモー
ドを選択することを特徴とする請求項１５に記載の撮像装置。
【請求項１７】
　目標とする露出を得るための露光時間よりも短い露光時間で複数枚の画像の撮影を行な
い、該複数枚の画像を合成することにより前記目標とする露出の画像を得るための撮像装
置で、電子シャッタ動作を行なうことが可能な撮像手段と、前記撮像手段への入射光路を
機械的に遮蔽及び開放可能なメカシャッタとを備える撮像装置を制御する方法であって、
　前記複数枚の画像の撮影時に起こると予想される像ブレの程度に基づいて、前記撮像手
段の電子シャッタ動作により前記複数枚の画像の撮影を行なう電子シャッタモードか、前
記メカシャッタの動作により前記複数枚の画像の撮影を行なうメカシャッタモードかを選
択する選択工程を具備することを特徴とする撮像装置の制御方法。
【請求項１８】
　目標とする露出を得るための露光時間よりも短い露光時間で複数枚の画像の撮影を行な
い、該複数枚の画像を合成することにより前記目標とする露出の画像を得るための撮像装
置で、電子シャッタ動作を行なうことが可能な撮像手段と、前記撮像手段への入射光路を
機械的に遮蔽及び開放可能なメカシャッタとを備える撮像装置を制御する方法であって、
　前記複数枚の画像の枚数に基づいて、前記撮像手段の電子シャッタ動作により前記複数
枚の画像の撮影を行なう電子シャッタモードか、前記メカシャッタの動作により前記複数
枚の画像の撮影を行なうメカシャッタモードかを選択する選択工程を具備することを特徴
とする撮像装置の制御方法。
【請求項１９】
　目標とする露出を得るための露光時間よりも短い露光時間で複数枚の画像の撮影を行な
い、該複数枚の画像を合成することにより前記目標とする露出の画像を得るための撮像装
置で、電子シャッタ動作を行なうことが可能な撮像手段と、前記撮像手段への入射光路を
機械的に遮蔽及び開放可能なメカシャッタとを備える撮像装置を制御する方法であって、
　前記撮像装置の電源状態に基づいて、前記撮像手段の電子シャッタ動作により前記複数
枚の画像の撮影を行なう電子シャッタモードか、前記メカシャッタの動作により前記複数
枚の画像の撮影を行なうメカシャッタモードかを選択する選択工程を具備することを特徴
とする撮像装置の制御方法。
【請求項２０】
　請求項１７乃至１９のいずれか１項に記載の制御方法をコンピュータに実行させるため
のプログラム。
【請求項２１】
　請求項２０に記載のプログラムを記憶したことを特徴とするコンピュータ読み取り可能
な記憶媒体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５５】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係わる撮像装置は、目標とす
る露出を得るための露光時間よりも短い露光時間で複数枚の画像の撮影を行ない、該複数
枚の画像を合成することにより前記目標とする露出の画像を得るための撮像装置であって
、被写体像を撮像する撮像手段であって、電子シャッタ動作を行なうことが可能な撮像手
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段と、前記撮像手段への入射光路を機械的に遮蔽及び開放可能なメカシャッタと、前記複
数枚の画像の撮影時に起こると予想される像ブレの程度に基づいて、前記撮像手段の電子
シャッタ動作により前記複数枚の画像の撮影を行なう電子シャッタモードか、前記メカシ
ャッタの動作により前記複数枚の画像の撮影を行なうメカシャッタモードかを選択する選
択手段と、を具備することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５６】
　また、本発明に係わる撮像装置は、目標とする露出を得るための露光時間よりも短い露
光時間で複数枚の画像の撮影を行ない、該複数枚の画像を合成することにより前記目標と
する露出の画像を得るための撮像装置であって、被写体像を撮像する撮像手段であって、
電子シャッタ動作を行なうことが可能な撮像手段と、前記撮像手段への入射光路を機械的
に遮蔽及び開放可能なメカシャッタと、前記複数枚の画像の枚数に基づいて、前記撮像手
段の電子シャッタ動作により前記複数枚の画像の撮影を行なう電子シャッタモードか、前
記メカシャッタの動作により前記複数枚の画像の撮影を行なうメカシャッタモードかを選
択する選択手段と、を具備することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５７】
　また、本発明に係わる撮像装置は、目標とする露出を得るための露光時間よりも短い露
光時間で複数枚の画像の撮影を行ない、該複数枚の画像を合成することにより前記目標と
する露出の画像を得るための撮像装置であって、被写体像を撮像する撮像手段であって、
電子シャッタ動作を行なうことが可能な撮像手段と、前記撮像手段への入射光路を機械的
に遮蔽及び開放可能なメカシャッタと、前記撮像装置の電源状態に基づいて、前記撮像手
段の電子シャッタ動作により前記複数枚の画像の撮影を行なう電子シャッタモードか、前
記メカシャッタの動作により前記複数枚の画像の撮影を行なうメカシャッタモードかを選
択する選択手段と、を具備することを特徴とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５８】
　また、本発明に係わる撮像装置の制御方法は、目標とする露出を得るための露光時間よ
りも短い露光時間で複数枚の画像の撮影を行ない、該複数枚の画像を合成することにより
前記目標とする露出の画像を得るための撮像装置で、電子シャッタ動作を行なうことが可
能な撮像手段と、前記撮像手段への入射光路を機械的に遮蔽及び開放可能なメカシャッタ
とを備える撮像装置を制御する方法であって、前記複数枚の画像の撮影時に起こると予想
される像ブレの程度に基づいて、前記撮像手段の電子シャッタ動作により前記複数枚の画
像の撮影を行なう電子シャッタモードか、前記メカシャッタの動作により前記複数枚の画
像の撮影を行なうメカシャッタモードかを選択する選択工程を具備することを特徴とする
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書



(5) JP 2006-345317 A5 2008.7.17

【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　また、本発明に係わる撮像装置の制御方法は、目標とする露出を得るための露光時間よ
りも短い露光時間で複数枚の画像の撮影を行ない、該複数枚の画像を合成することにより
前記目標とする露出の画像を得るための撮像装置で、電子シャッタ動作を行なうことが可
能な撮像手段と、前記撮像手段への入射光路を機械的に遮蔽及び開放可能なメカシャッタ
とを備える撮像装置を制御する方法であって、前記複数枚の画像の枚数に基づいて、前記
撮像手段の電子シャッタ動作により前記複数枚の画像の撮影を行なう電子シャッタモード
か、前記メカシャッタの動作により前記複数枚の画像の撮影を行なうメカシャッタモード
かを選択する選択工程を具備することを特徴とする。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　また、本発明に係わる撮像装置の制御方法は、目標とする露出を得るための露光時間よ
りも短い露光時間で複数枚の画像の撮影を行ない、該複数枚の画像を合成することにより
前記目標とする露出の画像を得るための撮像装置で、電子シャッタ動作を行なうことが可
能な撮像手段と、前記撮像手段への入射光路を機械的に遮蔽及び開放可能なメカシャッタ
とを備える撮像装置を制御する方法であって、前記撮像装置の電源状態に基づいて、前記
撮像手段の電子シャッタ動作により前記複数枚の画像の撮影を行なう電子シャッタモード
か、前記メカシャッタの動作により前記複数枚の画像の撮影を行なうメカシャッタモード
かを選択する選択工程を具備することを特徴とする。
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